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「
今
も
残
る
旧
村
の
風
情
」

増

山

雄

三

真

珠

業

を

営

ん

で

い

た

、

白

系

ロ

シ

ア

の

両

親

を

持

っ

た

和

田

君

と

は

、

小

学

校

三

年

生

か

ら

大

学

も

同

期

だ

っ

た

の

で

、

当

時

、

神

戸

東

灘

の

本

山

に

あ

っ

た

彼

の

家

へ

、

よ

く

遊

び

に

い

っ

た

が

、

先

日

、

八

十

四

才

の

高

齢

で

亡

く

な

っ

た

の

で

、

コ

ロ

ナ

禍

な

が

ら

、

懐

か

し

の

彼

の

家

へ

弔

問

に

訪

れ

た

。

こ

の

「

本

山

」

と

い

う

名

称

は

、

明

治

に

な

っ

て

か

ら

、

こ

の

地

域

に

あ

っ

た

二

つ

の

荘

園

か

ら

一

字

ず

つ

を

と

り

、

本

山

村

が

で

き

た

の

を

ル

ー

ツ

に

し

た

も

の

だ

が

、

当

時

は

、

人

口

が

四

千

人

ほ

ど

の

小

さ

な

町

だ

っ

た

が

、

今

は

六

万

人

を

越

え

る

大

き

な

町

に

な

っ

て

い

て

、

近

く

に

は

、

Ｊ

Ｒ

摂

津

本

山

駅

や

阪

急

岡

本

駅

が

あ

る

。

地

域

は

東

西

に

長

く

、

標

高

一

八

五

米

の

山

側

奥

深

く

の

参

道

越

し

に

は

、

古

く

か

ら

沖

を

航

海

す

る

船

の

目

印

に

さ

れ

て

き

た

、

「

灘

の

一

つ

火

」

で

有
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名

な

保

久

良

神

社

、

大

谷

光

瑞

の

二

樂

荘

跡

、

ド

イ

ツ

商

人

ヘ

ル

マ

ン

の

屋

敷

跡

等

の

名

所

を

擁

し

、

山

側

に

は

旧

村

ご

と

の

鎮

守

や

岡

本

梅

林

が

配

さ

れ

、

東

西

に

走

る

阪

急

や

Ｊ

Ｒ

に

国

道

二

号

線

の

沿

線

沿

道

に

、

市

街

が

発

達

し

た

。

こ

こ

に

住

ん

だ

谷

崎

潤

一

郎

は

、

「

猫

と

庄

造

と

二

人

の

を

ん

な

」

を

書

い

た

が

、

そ

こ

で

「

一

直

線

に

続

い

て

い

る

国

道

の

向

こ

う

に

、

晩

秋

の

太

陽

が

沈

み

か

け

て

い

て

西

日

が

殆

ど

路

面

と

平

行

に

射

し

て

い

る

中

を

、

人

だ

の

車

だ

の

が

み

な

赤

い

色

を

浴

び

て

、

長

い

影

を

曳

き

な

が

ら

通

る

」

と

描

く

。

高

層

の

建

物

が

増

え

た

今

で

も

、

夕

暮

れ

時

に

は

本

山

の

街

路

を

西

へ

歩

む

人

は

、

遥

か

向

こ

う

の

地

平

線

や

建

物

の

上

に

沈

み

ゆ

く

、

太

陽

か

ら

放

た

れ

る

横

流

れ

の

西

日

を

受

け

、

人

や

車

が

紅

い

色

を

帯

び

、

長

い

影

を

曳

く

光

景

を

目

の

あ

た

り

に

す

る

。

そ

し

て

、

公

設

市

場

を

過

ぎ

、

昭

和

七

年

（

一

九

三

二

年

）

に

建

立

さ

れ

た

、

国

道

地

蔵

尊

が

立

っ

て

い

る

小

路

の

バ

ス

停

留

所

の

向

こ

う

に

は

、

阪

急

沿

線

の

山

々

が

、

澄

み

き

っ

た

空

気

の

底

に

、

く

っ

き
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り

と

襞

を

重

ね

て

い

た

の

が

、

も

う

黄

昏

の

蒼

い

薄

靄

に

包

ま

れ

て

い

く

の

を

肌

で

感

じ

、

山

々

に

抱

か

れ

た

市

街

の

上

に

、

い

つ

し

か

し

っ

と

り

と

し

た

夜

が

や

っ

て

く

る

の

も

、

昔

か

ら

変

わ

ら

な

い

本

山

風

情

な

の

だ

ろ

う

。

そ

し

て

、

昭

和

十

三

年

（

一

九

三

八

年

）

に

受

け

た

大

水

害

の

惨

状

は

、

谷

崎

潤

一

郎

の

「

細

雪

」

に

詳

し

い

が

、

昭

和

二

十

年

（

一

九

四

五

年

）

の

空

襲

と

、

そ

の

五

十

年

後

の

阪

神

・

淡

路

大

震

災

で

は

、

森

南

町

や

本

山

中

町

を

中

心

に

、

深

刻

な

被

害

を

受

け

て

、

地

域

に

癒

し

が

た

い

傷

を

残

し

た

。

そ

れ

で

、

か

つ

て

十

以

上

あ

っ

た

市

場

も

、

震

災

の

前

後

に

ほ

ぼ

消

滅

し

た

が

、

し

か

し

、

起

伏

の

多

い

岡

本

駅

周

辺

と

、

東

西

に

開

け

た

摂

津

本

山

駅

を

つ

な

ぎ

、

幾

重

に

も

交

差

す

る

パ

サ

ー

ジ

ュ

か

ら

な

る

岡

本

商

店

街

は

、

個

性

的

な

店

が

多

く

あ

り

、

甲

南

大

学

等

の

所

在

も

相

ま

っ

て

、

若

者

が

集

散

す

る

魅

力

的

な

街

に

成

長

し

た

。

さ

ら

に

、

震

災

で

倒

壊

し

た

国

道

地

蔵

尊

は

、

地

元

住

民

の

手

で

再

建

さ

れ

、

甲

南

本

通

商

店

街

も

健
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在

で

あ

り

、

か

っ

て

工

場

が

多

か

っ

た

国

道

以

南

に

は

、

マ

ン

シ

ョ

ン

群

が

林

立

し

、

ま

た

、

各

所

に

は

公

園

が

点

在

し

、

子

供

達

の

声

が

絶

え

な

い

現

在

の

本

山

は

、

神

戸

市

内

で

数

少

な

い

、

人

口

増

加

の

街

で

あ

り

続

け

て

い

る

。

令

和

三

年

十

二

月


